ロバート・ボイルの実験室 : ボイル著『空気ばね論』(1660)と『空気ばね論　続編第1 部』(1669)の分析を中心に by 松野 修
Boyle	wrote	a	 lot	of	papers	on	the	experiments	he	performed	using	his	pump.	 In	these	









high	society.	He	wanted	 to	 involve	 the	upper	classes	 in	scientific	activity.	Thus,	enjoyable	
performances	were	essential	for	his	friends	and	for	Boyle	as	well.	Then	what	was	an	atmosphere	
in	his	lab	like?	It	must	have	been	pretty	delightful.	Boyle	showed	us	how	modern	experimental	

















the	air,	and	its	effects, 1660,	( ロバート・ボイル著『空気ばね論』1660 年刊）と (b)Boyle,	Robert,	
A	Continuation	of	New	Experiments	Physico-Mechanical,	Touching	the	Spring	and	Weight	of	the	Air,	























































































































































































































































































































































(3)	大気圧の時間的変化「実験 18」「実験 29」［実験 30」
(4)	空気の粒子の重さ「実験 34」「実験 36」
3.	真空中における物質の物理的，化学的変化
(1)	真空中における燃焼＊「実験 10」「実験 11」「実験 12」「実験 13」「実験 14」「実験 15」
(2)	真空中の磁石「実験 16」
(3)	地球上の空気はどこから発生しているのか？














験 3」「実験４」「実験 5」「実験 6」「実験 7」「実験 8」「実験 9」「実験 10」「実験 47」「実験 48」
(2)	大理石の粘着「実験 50」
(3)	空気の圧力の方向＊「実験 24」「実験 25」
(4)	真空中のふいご，シリンジ＊「実験 32」「実験 33」「実験 34」「実験 35」「実験 36」「実験 37」「実
験 38」「実験 39」ただし『空気ばね論』1660 年「実験 28」p.	231-232 には「実験 39」の構想
が記されている
2.	大気の重さ，大気の高さ
(1)	大気の重さ・真空中の真空「実験 11」「実験 12」「実験 13」「実験 14」「実験 15」「実験 17」「実



















ボイル『空気ばね論	続編第 1部』（1669）における『実験立会人』」日本科学史学会発表，2016 年 5月。
ⅲボイルが付した「原註」には「この実験をおこなったのは（もし記憶がまちがっていなければ）1662 年の末だった」とある。バー
チ編『王認学会の歴史』には「1662 年 5月 28日，ボイル氏はガラス管の中に詰めた白い砂の中を水が上昇するようすを見せ
た」とある。Birch	Thomas,	History	of	the	Royal	Society	of	London,	 1968,	rev.	ed.	p.84.
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